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学 位 論 文 内 容 の 要 旨
母親の就労が子供の体重増加にあたえる影響について関心が寄せられているが､その関係につ
いては議論の余地が残されている｡我々は､岡山県の中山間において母親の労働時間と未就学児
の過体重の関連を調査した｡2008年に中山間のM町に住む全ての未就学児の親に対して質問紙
を発送し､母親の労働時間･子供のBMIおよびその他の共変量を聴取した｡子供の過体重の有無
は国際肥満会議の基準に従った｡ロジスティック回帰モデルで子供の過体重に対するオッズ比と
その 95%信頼区間を計算した.また､兄弟姉妹間での相関を考慮し､generalizedestimating
equationを用いたオッズ比の推定を行なった｡母親が無職である事を基準とした時の､8時間未
満労働における調整後オッズ比 (95%信掃区間)は0.28(0.09,0.93)で､8時間以上では0.71
(0.19,2.68)であった｡母親の就労が8時間未満であれば､小児の肥満傾向のリスクが減少する
事が示された｡母親の就労時間が適正になれば､小児の肥満傾向のリスクが減少すると期待され
る｡
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
母親の労働時間と未就学児の過体重の関連を検討するため､2008年に岡山県の中山
間の M 町に住む全ての未就学児の親に対して質問紙を発送し､母親の労働時間 ･子
供の BMIおよび､その他の共変量としての子供の要因､母親の身体及び社会的要因
を聴取した｡ロジスティック回帰モデルで子供の過体重に対するオッズ比とその95%
信頼区間を計算し､兄弟姉妹間での関連も考慮した｡母親が無職である事を基準とし
た時の､8時間未満労働における調整後オッズ比 (95%信頼区間)は0.28(0.09,0.93)
で､8時間以上では0.71(0.19,2.68)であった｡すなわち､母親の就労が 8時間未
満であれば､小児の肥満傾向のリスクが減少する｡以上より､本研究は､母親の就労
時間と小児の肥満が､関連性があることを兄いだした価値ある研究である｡
よって､本研究者は博士(医学)の学位を得る資格があると認める｡
審 査 概 要 :
既にできあがった資料の分析ではなく､最初から事業計画に参加し､共変量として子
供の栄養状態や母乳の摂取等の因子を加えるべきであり､またそうでないとこの結論
には至らないとする意見があった｡
